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華やかな舞台を支える

ホタルが生息できる環境を
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おんじゅくの介護

ONJUKU
 

 6月

No,519

2006.平成18年



2

ONJUKU 2006.6ONJUKU 2006.6

3

華やかな

舞台を支える
　

十
九
回
目
を
迎
え
た
全
日
本
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
種
目
別
選
手
権
大
会
が
六
月
三
・
四
日
の
二
日

間
に
御
宿
中
央
海
岸
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
が
御
宿
で
行
わ
れ
る
の
は
二
年
連
続

二
回
目
。
三
八
チ
ー
ム
・
四
三
八
名
が
参
加
し
、

大
会
運
営
に
は
、
会
場
を
盛
り
上
げ
る
進
行
、
公

正
な
判
断
を
す
る
審
判
員
、
選
手
の
体
調
等
を
管

理
す
る
ト
レ
ー
ナ
ー
チ
ー
ム
の
ほ
か
、
住
民
の

方
々
も
縁
の
下
の
大
き
な
支
え
と
な
り
、
大
会
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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太
陽
が
雲
に
隠
れ
、
過
ご
し
や
す

い
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
風
が
冷

た
く
、
肌
寒
さ
を
感
じ
た
二
日
間
の

大
会
。
会
場
で
競
う
選
手
、
応
援
す

る
控
え
の
選
手
た
ち
は
御
宿
の
「
あ

た
た
か
さ
」
を
実
感
し
て
も
ら
え
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
日
、
宿
泊
業
組
合
の
方
々
が

用
意
し
た
の
は
、
郷
土
料
理
の
「
す

る
も
ん
汁
」。
緊
張
な
ど
で
精
神
的
に

も
疲
労
し
て
い
る
ほ
か
、
水
で
体
が

冷
た
く
な
っ
た
選
手
た
ち
は
「
す
る

も
ん
汁
」
を
手
に
と
る
と
ホ
ッ
と
し

た
様
子
。
一
時
的
に
競
技
か
ら
も
開

放
さ
れ
、
笑
顔
ま
で
こ
ぼ
れ
る
選
手

も
見
ら
れ
、
宿
泊
業
組
合
の
方
々
に

も
笑
顔
が
。

　

ま
た
、
大
会
前
に
は
宿
泊
業
組

合
と
観
光
協
会
の
方
々
が
手
作
業
に

よ
っ
て
、
会
場
と
な
る
砂
浜
の
ゴ
ミ

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。
選
手
た
ち
は

競
技
に
集
中
で
き
、
練
習
の
成
果
を

余
す
こ
と
な
く
発
揮
で
き
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

約 300 人の乗組員が助けられたと
される田尻海岸

　

全
日
本
選
手
権
や
学
生
選
手
権
の
会
場
と

な
っ
て
い
る
御
宿
町
に
は
、
私
た
ち
が
生
ま
れ

る
ず
っ
と
前
に
壮
絶
な
救
助
活
動
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

　

そ
れ
は
、
一
六
〇
九
年
に
起
こ
っ
た
事
件
で
、

暴
風
雨
で
岩
和
田
沖
に
座
礁
し
た
帆
船
サ
ン
・

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
号
の
乗
組
員
を
海
女
さ
ん
が
助

け
た
と
い
う
史
実
が
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
、
今
の
よ
う
な
救
助
用
の
道
具
が

揃
っ
て
い
る
は
ず
も
な
く
、
冷
え
た
乗
組
員

の
体
を
自
分
の
肌
の
ぬ
く
も
り
で
温
め
蘇
生
さ

せ
、
介
抱
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
を
救
う
・
守
る
と
い
う
精
神
は
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
の
根
底
で
あ
り
、
当
時
の
海
女
さ

ん
は
現
在
で
い
う
「
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
」
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

歴
史
に
残
る

 

ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ

選手が持てる力を最大限に発揮できるよう、大会前日に
は宿泊業組合の方々で手作業による会場の細かなゴミ拾
いを行いました

会場のコンディションには不安なく、競技に
臨めました
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ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
た
ち
が
生
息
で
き
る
環
境
を

　

 　

保
護
し
て
い
く
の
は
私
た
ち
人
間
で
す
。

　

町
な
か
を
流
れ
、
海
ま
で
達
す
る

清
水
川
の
上
流
は
、
き
れ
い
な
水
が

流
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
ハ
ヤ
、

フ
ナ
、
コ
イ
、
モ
ク
ゾ
ウ
ガ
ニ
な
ど

澄
ん
だ
水
の
中
に
そ
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

き
れ
い
な
水
が
あ
る
こ
と
が
絶

対
条
件
の
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
も
六
月
上

旬
に
見
ら
れ
、
そ
の
幻
想
的
な
世
界

に
多
く
の
人
が
魅
せ
ら
れ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
風
情
あ
る
環
境
を
い
つ
ま

で
も
保
っ
て
い
く
の
は
、
自
然
の
力

で
は
な
く
、
環
境
を
維
持
し
て
い
こ

う
と
す
る
私
た
ち
の
気
持
ち
と
行
動

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

守 り 、 残 す べ き 恵 ま れ た 財 産

ゲンジボタル

【ゲンジボタル】

体長　12～18mm

成虫の寿命は、長くても7日から10日程度

といわれています。その間に発光しなが

ら、相手を見つけ、交尾をします。発する

光は他のホタルと比べ強く、５秒程度の

ゆっくりとした間隔で発光します。また、

メスは500～1,000個の卵を産み、湿った

コケの上などに産卵します。産卵１ヶ月

後に生まれた幼虫は、長い期間水の中で過

ごし、暖かくなったころに陸に上がり、５

月下旬から６月上旬に成虫となって魅力

的な世界を創造します。
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普
段
の
生
活
で
自
然
の
尊
さ
、

大
切
さ
を
実
感
す
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

御
宿
町
は
自
然
環
境
に
恵
ま

れ
、
都
市
部
で
は
見
ら
れ
な
い
生

物
が
数
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
も
そ
の
一
つ
で

あ
り
、
き
れ
い
な
水
の
あ
る
と
こ

ろ
に
し
か
い
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
生
息
す
る
た
め
の
条
件
と
し

て
は
、
幼
虫
の
餌
と
な
る
カ
ワ
ニ

ナ
が
多
く
生
息
し
て
い
る
こ
と
や

産
卵
に
適
し
た
場
所
が
あ
る
こ
と

が
関
連
し
て
い
ま
す
。
家
庭
雑
排

水
に
よ
る
水
質
汚
染
は
、
ホ
タ
ル

の
幼
虫
よ
り
も
、
そ
の
餌
と
な
る

カ
ワ
ニ
ナ
に
大
き
く
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

農
薬
の
過
剰
な
散
布
も
影
響
す
る

こ
と
か
ら
、
水
質
だ
け
で
は
な
く

周
り
の
自
然
環
境
が
良
好
な
状
態

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
に
な

り
ま
す
。
田
ん
ぼ
や
河
川
の
適
切

な
維
持
管
理
、
農
薬
の
適
度
な
投

与
や
除
草
な
ど
、
地
域
の
方
々
の

ご
理
解
・
ご
協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
同
じ
場
所
で
は
、
ハ
ネ

が
黒
い
ト
ン
ボ
も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ト
ン
ボ
は「
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ
」

と
呼
ば
れ
、
水
辺
に
水

生
植
物
が
繁
茂
し
て
い

る
と
こ
ろ
や
流
れ
が
緩

や
か
な
と
こ
ろ
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

昆
虫
や
小
魚
な
ど
が

い
つ
ま
で
も
生
息
で
き

る
よ
う
に
自
然
を
守
り

続
け
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

【ハグロトンボ】

昔の女性が歯を黒く染めた「お歯黒」に似

たハネの色から「オハグロトンボ」と呼ば

れていたことから由来しています。

守 り 、 残 す べ き 恵 ま れ た 財 産後世に継ぐ
ー文化財・記念物ー

　御宿町では仏像などの特に貴重な彫刻

品を町文化財に指定しています。

　これらの指定された彫刻は、古くは室

町時代初期から江戸時代初期にかけて制

作されたもので、その容姿は様々であり、

写真の阿弥陀如来像のように、木製で金

箔を施されたものなど美しい作品もあり

ます。昔から寺院やお堂にまつられ、日

本の文化に深く係わりを持ってきました。

今では美術品としても高く評価をされて

います。

　このように先祖から大切に守り伝えら

れてきた仏像彫刻は貴重な文化遺産の一

つです。私たちはこれらを保護し、次の

世代へと継承していかなければなりませ

ん。

木造阿弥陀如来坐像
（昭和 60年　町指定）
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小川ファイヤーズ連覇
～町内春季軟式野球大会～

収益金は子どもの育成に
町民チャリティゴルフ大会

消防団幹部一日入校

場や訓練で指揮をとる消防団幹部が

千葉県消防学校に一日入校しました。

 参加者全員は、今後の活動に活かそうと

真剣な表情で、教官の号令に耳を傾けなが

ら基本動作や規律訓練を行いました。ここ

での訓練は一般団員にも浸透し、地域防災

に大きく貢献することと期待されます。

現

内の各野球チームが集う春季軟式野球大会

が５月 21 日にＢ＆Ｇグラウンドで開催さ

れました。

　今年から軟式野球の公式ボールが変わり、こ

れまでのボールよりも飛距離がでるものとなり

ましたが、選手は戸惑うこともなく、力の限り

プレーしました。優勝チームは小川ファイヤー

ズ。昨年に続き連覇を成し遂げました。

町

民チャリティゴルフ大会が６月１日に

キャメルゴルフリゾートで開催されま

した。今年で23回目を迎えたこの大会では、

約 50人が参加しました。また、この大会の

チャリティ収益金は町子ども会育成会連絡

協議会に寄付されました。

町
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【
５
月
】

町
の
動
き

７
日
（
日
）　

　

消
防
団
統
一
訓
練

10
日
（
水
）　
　

　

御
宿
小
学
校
交
通
安
全
教
室

13
日
（
土
）　
　

　

有
害
鳥
獣
駆
除
出
動
式

15
日
（
月
）　

　

第
一
回
臨
時
会

16
日
（
火
）　

　

御
宿
保
育
所
交
通
安
全
教
室

19
日
（
金
）　
　

　

岩
和
田
保
育
所
交
通
安
全
教
室

21
日
（
日
）　

　

春
季
軟
式
野
球
大
会

22
日
（
月
）
〜
29
日
（
月
）

　

基
本
健
康
診
査

歯
日
本
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
種
目
別
選
手
権
大
会
の
催
し
で
小
・
中
学

生
が
参
加
す
る
キ
ッ
ズ
・
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
体
験
が
開
か
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
、
海
で
の
安
全
な
過
ご
し
方
や
き
れ
い
な
海
岸

を
維
持
す
る
大
切
さ
を
ラ

イ
フ
セ
ー
バ
ー
か
ら
学
び

ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
番
楽
し
み
に

し
て
い
た
キ
ッ
ズ
ビ
ー
チ

フ
ラ
ッ
グ
ス
大
会
で
は
、

大
人
も
驚
く
熱
戦
。
こ
の

中
か
ら
海
の
ア
ス
リ
ー
ト

が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

隅郡市内各小学校の代表が集まる陸上競技大会が

６月３日に国際武道大学・陸上競技場で行われま

した。これまで培ってきた技術やスピードを駆使し、

各種目で優秀な成績を残しました。

 大切にしたい健康な歯
　　　～よい歯のコンクール～

の衛生に関して正しい知識をつけてもらおう

と郡市内の市町・教育委員会・夷隅郡歯科医

師会による「よい歯のコンクール」が６月８日、い

すみ市大原文化センターで開催されました。御宿町

からは８名が参加しました。子供たちは「これから

も健康できれいな歯でいたいです」と話してくれま

した。

数々の
優秀な

選手が
います

！

　　夷
隅郡市

小学校
陸上競

技大会

男子１００ｍ走　　６位入賞　渡邉紳伍くん　（布小６年）

　　　　　　　　　８位入賞　山下大貴くん　（岩小６年）

女子１００ｍ走　　６位入賞　式田可南子さん（御小６年）

女子　８０ｍ走　　３位入賞　皆川莉奈さん　（御小４年）

男子１０００ｍ走　３位入賞　佐藤圭祐くん　（御小６年）

男子ハードル　　　３位入賞　石井康太くん　（御小６年）

女子ハードル　　　 準優勝　  �梨裕乃さん　（布小６年）

　　　　　　　　　６位入賞　櫻井かすみさん（御小６年）

男子走り高跳び　　３位入賞　土東優俊くん　（御小６年）

男子走り幅跳び　　優勝　　　渡邉紳伍くん　（布小６年）

　　　　　　　　　７位入賞　飯田素宇くん　（御小６年）

女子走り幅跳び　　６位入賞　�梨綾乃さん　（布小６年）

　　　　　　　　　８位入賞　吉川沙織さん　（御小６年）

男子ボール投げ　　８位入賞　鈴木建斗くん　（御小６年）

男子４００ｍリレー３位入賞　鈴木拓海くん　（布小５年）

　　　　　　　　　　　　　　小林茂樹くん　（布小５年）

　　　　　　　　　　　　　　君塚隆宏くん　（布小６年）

　　　　　　　　　　　　　　渡邉紳伍くん　（布小６年）

女子４００ｍリレー５位入賞　今関里緒さん　（御小５年）

　　　　　　　　　　　　　　君塚美吹さん　（御小５年）

　　　　　　　　　　　　　　式田可南子さん（御小６年）

　　　　　　　　　　　　　　平賀栄里さん　（御小６年）

夷

全

　

本
物
に
だ
っ
て
負
け
な
い

　

 　

〜
キ
ッ
ズ
・
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
〜
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いいえ

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

はい

はい

平成 18年度から介護保険料が

変わりましたので、おしらせします。

※１ 老齢福祉年金……明治 44 年 4月 1日以前に生まれた方で一定の所得がない又は他の年金を受給できない方に支給される年金です。

※２ 合計所得金額……収入金額から必要経費に相当する金額（収入の種類により計算方法が異なります）を控除した金額のことで、扶養

　　　　　　　　　 　控除や医療費控除などの所得控除をする前の金額です。

※３ 課税年金収入額…国民年金や厚生年金など、課税の対象となる年金の収入金額で、各種控除をする前の金額です。

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

住
民
税
を
納
め
て
い
る

（
本
人
が
住
民
税
課
税
）

同
じ
世
帯
に
住
民
税
を

納
め
て
い
る
人
が
い
る

（
住
民
税
課
税
世
帯
）

昨年の合計所得金額※２

が 200 万円以上ある

老齢福祉

年金※１を

受給して

いる

第１段階

１６，２００円

第２段階

１６，２００円

第３段階

２４，３００円

第４段階

３２，４００円

第５段階

４０，５００円

第６段階

４８，６００円

あなたの介護保険料は？スタート

いいえ

はい

おんじゅくの介護

　

平
成
十
八
年
度
介
護
保
険
料
の

納
入
通
知
書
等
は
、
七
月
中
旬
に

郵
送
し
ま
す
。
六
五
歳
以
上
の
方

（
第
一
号
被
保
険
者
）
全
員
に
郵

送
し
ま
す
の
で
、
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
四
〇
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で
の
方

（
第
二
号
被
保
険
者
）
の
介
護
保

険
料
は
医
療
保
険
料
（
社
会
保
険

料
や
国
民
健
康
保
険
税
）
に
上
乗

せ
し
て
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

介
護
保
険
は
社
会
全
体
で
支
え

あ
う
制
度
で
す
。
皆
さ
ん
の
介
護

保
険
料
は
貴
重
な
財
源
の
一
部
と

な
り
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
必

要
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き

る
よ
う
、
介
護
保
険
料
の
納
付
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
福
祉
課　

介
護
保
険
係

　
　

電
話
（
六
八
）
六
七
一
六　

　
　
　

内
線
二
一
六
〜
二
一
八

納
入
通
知
書
等
に
つ
い
て

44
①
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
が

「
５
段
階
」
か
ら
「
６
段
階
」
に

な
り
、
基
準
額
（
第
４
段
階
）
が

三
二
、四
〇
〇
円
に
な
り
ま
し
た
。

②
六
五
歳
以
上
の
方
（
第
一
号
被

保
険
者
）
の
保
険
料
負
担
割
合
が

「
十
八
％
」
か
ら
「
十
九
％
」
に

な
り
ま
し
た
。

③
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
か
ら
も

年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

④
納
付
書
で
の
納
付
（
普
通
徴
収
）

か
ら
年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）
へ

の
切
り
替
え
が
早
く
な
り
ま
し
た
。

保
険
料
の
所
得
段
階
な
ど
が　

　
　
　

変
更
に
な
り
ま
し
た

　

介
護
保
険
料
は
三
年
ご
と
に
見

直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
御

宿
町
で
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

用
の
見
込
み
（
介
護
保
険
受
給
者

の
伸
び
率
や
、
受
給
者
が
利
用
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
伸
び
率
な
ど
）
を

勘
案
し
、
平
成
一
八
年
度
か
ら
二

〇
年
度
ま
で
の
六
五
歳
以
上
の
方

（
第
一
号
被
保
険
者
）
の
介
護
保

険
料
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
表
１
参
照
）

い
く
ら
に
な
る
の
？

昨年の合計所

得金額＋課税

年金収入額※３

が 80 万 円 以

上ある

（表１）
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防衛庁では、次のとおり自衛官を募集しています。

応募資格条件を満たしていれば、各種募集種目の併願受験は可能です。

　　【問い合わせ】自衛隊茂原募集事務所　　℡０４７５－２５－０４５２

募集種目 応募資格 受付期間 試験期間 合格発表 入（校）隊 待遇・その他

航 空 学 生
（パイロット）

高卒（見込含）
２１歳未満の者

８月１日から
９月８日まで

１次　９月２３日
２次１０月１４～１９日
３次１１月１２日
　　　　　～１２月８日

１次１０月６日
２次１１月２日
最終平成 19年
　　 １月 26日

１９年　　　
３月下旬

　～４月上旬

入隊後約６年で
３等海・空尉

一般曹候補学生
１８歳以上
２４歳未満の者

１次　９月１６日
２次１０月 ８日
　　　　～１０月１３日

１次１０月２日
最終１１月８日

教育期間約２年
終了後
３等陸・海・空曹

曹 候 補 士
１８歳以上
２７歳未満の者

１次　９月１６日
２次１０月 ７日
　　 ～１０月１３日

１次 １０月 ２日
最終１１月１５日

入隊後約３年経過
以降選考により
３等陸・海・空曹

２  等

陸・海・空士

男子
平成１９年３月
高等学校等卒業
予定者

９月１６日以降のうち
１日を予定

試験時にお知らせ
します 陸上（技術系を除

く。）は２年、陸
上（技術系）・海上・
航空は３年を１任
期（以降２年を１
任期）

女子
１８歳以上
２７歳未満の者

９月２４・２５日 １１月１７日

男子
１８歳以上
２７歳未満の者

年間を通じて
行っています

受付時にお知らせします
試験時にお知らせ
します

採用予定通知
書でお知らせ
します。

福祉
ワンポイント

【目　　的】子育てにかかる費用の一部を児童手当として支給することにより、子どもとくらし、子ど 

もを養い守り育てる方の生活を安定させ、生活の質が高まるよう支援することが目的です。

【支給対象】12 歳になって最初の 3月末までの間の児童を養育している方に支給されます。ただし、所

得制限があります。

【支給金額】第 1子・第２子　5,000 円（月額）、第 3子以降 10,000 円（月額）

【支 給 月】毎年２月、６月、１０月に前月までの４か月分がまとめて支給されます。御宿町では、各

月の５日を支給日としています。（5日が土・日・祝日の場合はその前日）

★児童手当のしくみ
　児童手当には「児童手当」と「特例給付」二つの種類があります。
 【3歳未満の児童の場合】　　　　　　　　　【3歳以上小学校修了前の児童の場合】

　①児童手当　　　　　　　　　　　　　　　③小学校修了前特例給付（法附則第 7条給付）

　②特例給付（法附則第６条給付）　　　　　 　 ・3歳未満の児童の場合の児童手当に相当します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　④小学校修了前特例給付（法附則第 8条給付）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・3歳未満の場合の特例給付に相当します。
　《特例給付ってなに？》

所得制限により児童手当を受けられないサラリーマン（厚生年金に加入している方）等の特例とし

て設けられた給付です。所得が一定額未満の場合に限って児童手当と同額の給付が支給されます。

★児童手当の手続きは？
・認定請求　　　　　出生・転入等により新たに受給資格が生じた場合

・現況届　　　　　　毎年６月すべての受給者　

・額改定認定請求　　支給対象児童が増えた場合

・支給事由消滅届　　他の市町村に住所が変わったとき、特例給付の受給者が退職したとき

・その他届出　　　　住所・氏名変更等により届出の内容に変更が生じた場合も手続きが必要です。

 ※届出が遅れると、遅れた分の手当が受けられなくなったり、後で手当を返還していただく場合がありますのでご注意ください。

★問い合わせ
　 その他、詳しくは保健福祉課福祉事業班（電話６８－６７１６）まで、お問い合わせください。

～　児　童　手　当　制　度　～
平成18年４月より、児童手当制度が拡充されました

自
衛
官 

募
集
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農
地
違
反
転
用

　
　

防
止
対
策
強
化
月
間

理
解
し
、
優
良
な
農
地
が
保
全
さ

れ
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
農
地
の
違
反
転
用
を
見

つ
け
た
と
き
に
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

町
農
業
委
員
会

（
℡
六
八-
二
五
一
三
）
ま
た
は

千
葉
県
農
地
課
（
℡
〇
四
三-

二
二
三-

二
八
四
一
）

 　

看
護
職
の
資
格
を
持
つ
未
就

業
の
方
を
対
象
に
、
県
内
病
院
へ

の
再
就
業
を
促
進
す
る
た
め
、
求

職
者
と
看
護
師
な
ど
を
募
集
し
て

い
る
県
内
の
病
院
が
一
堂
に
会
し

た
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象　

千
葉
県
内
の
病
院
に
就

職
を
希
望
し
て
い
る
看
護
職
有

資
格
者(

平
成
十
九
年
三
月
卒

業
見
込
み
の
看
護
学
生
含
む)

▼
日
時　

七
月
二
二
日(

土)

　

十
四
時
〜
十
六
時　

　

七
月
一
日
か
ら
九
月
三
〇
日

は
、
農
地
違
反
転
用
防
止
強
化
月

間
で
す
。
県
で
は
、
農
地
の
違
反

転
用
を
防
止
す
る
た
め
、
こ
の
期

間
に
市
町
村
農
業
委
員
会
と
合
同

の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま

す
。

　

農
地
は
、
農
業
の
生
産
基
盤

で
あ
る
と
と
も
に
、
水
源
の
か
ん

養
や
洪
水
の
調
整
、
自
然
景
観
保

全
な
ど
、
県
土
と
環
境
の
保
全
に

役
立
つ
大
切
な
土
地
で
す
。
許
可

あ
る
い
は
届
出
な
く
農
地
を
建
設

残
土
な
ど
で
埋
め
た
り
、
建
物
を

建
て
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
違
反
転
用
者
に
は
、
農
地
の

所
有
者
を
含
め
て
厳
し
い
措
置
が

と
ら
れ
ま
す
。
農
地
の
重
要
性
を

▼
会
場　

Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
ビ
ル
六
階

ペ
リ
エ
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
込
方
法　

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル(

当
日
参
加
も
可)

　

※
で
き
る
だ
け
事
前
申
し
込
み

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
締
め
切
り　

七
月
十
四
日(

金)

▼
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ　

千

葉
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー　

℡
〇

四
三-

二
四
七-

六
三
七
一　

FAX
〇
四
三-

二
四
七-

六
六
二
〇

Ｅ
メ
ー
ル:ch

ib
a
@
n
u
rse
-ce

　

n
te
r.n
e
t

　

七
月
は｢

愛
の
血
液
助
け
合
い

運
動｣

月
間
と
定
め
、
各
種
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。
毎
年

七
月
か
ら
八
月
は
、
献
血
者
が
減

り
血
液
が
不
足
し
が
ち
に
な
り
ま

す
。
献
血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
各
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

千
葉
県
薬

務
課　

℡
〇
四
三-

二
二
三

-

二
六
一
四 

千
葉
県
赤
十
字

血
液
セ
ン
タ
ー　

℡
〇
四
七-

四
五
七-

〇
七
一
一

お
知
ら
せ

愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

看
護
職
合
同
就
職
説
明
会

不法滞在・不法就労防止にご協力とご理解を
（事業主の皆さんへのお願い）　　　　　　　　　　－ポリスメッセージ－

外国人を雇う場合は、「在留期間」・「在留資格」を、

　・旅券（パスポート）に押印又は貼付されている「上陸許可証印」（スタンプ式とシール式のもの）

　・外国人登録証明書

　・就労資格証明書、資格外活動許可書

などにより必ず確認してください。

　●「短期滞在」など働くことが認められていない在留資格の外国人を雇用することはで

　　きません

　●在留資格が「留学」、「就学」、「家族滞在」の場合、『資格外活動許可』がないと賃金を

　　得て働けません。

　●不法滞在者は、それ自体が違法ですので、働くことができません。

　不法就労は、働いた外国人だけでなく、雇った事業主やその雇用を斡旋した人も不法

就労助長罪で処罰されます。（３年以下の懲役若しくは３００万円以下の罰金）

　不法就労を斡旋するブローカーから斡旋を受けた場合等は、お近くの交番・駐在所ま

たは警察署までご連絡ください。

【問い合わせ】いすみ警察署　TEL 6 2 - 0 1 1 0

譲
り
ま
す

ベ
ッ
ド
（
シ
ン
グ
ル
）・
和
式
テ
ー
ブ
ル
【
平
成
二
年
購
入
】

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
環
境
課　

℡
六
八-

六
六
九
四
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村
百
戸
端
午
の
勢
い
見
あ
た
ら
ず　
　
　

鶴
岡　

徳
治

晩
学
の
一
句
を
得
た
り
夕
薄
暑　
　
　
　

岡
本　

俊
康

母
の
声
と
ど
く
と
こ
ろ
で
磯
遊
び　
　
　

小
野　

玲
子

全
山
を
押
し
出
し
に
け
り
若
葉
風　
　
　

押
元　

益
枝

薫
風
や
陽
を
浴
び
歩
く
リ
ハ
ビ
リ　
　
　

岡
田
ま
さ
し

大
寺
の
新
築
の
空
風
薫
る　
　
　
　
　
　

大
谷　
　

仲

少
し
ず
つ
迷
ひ
消
え
ゆ
く
風
薫
る　
　
　

大
曽
根
利
枝

風
薫
る
余
白
少
な
い
小
手
帳　
　
　
　
　

嵯
峨　

通
恵

雨
あ
が
り
ポ
ピ
ー
の
ゆ
れ
て
風
薫
る　
　

姫
野　

千
晴

暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ず
か
な
五
月
晴　
　

岡
山　
　

守

泥
あ
そ
び
母
さ
ん
叱
っ
て
風
薫
る　
　

菊
池　

武
夫

薫
風
や
父
母
に
あ
れ
こ
れ
初
任
給　
　

桜
谷　

敬
蔵

里
び
と
の
老
い
の
つ
ど
ひ
の
春
ま
つ
り  

秋
葉
喜
美
江

つ
は
蕗
の
ひ
ろ
げ
た
る
葉
の
艶
や
か
さ　

福
薗
千
鶴
子

す
ぎ
し
日
は
岬
の
散
歩
の
若
葉
風　
　

宮
下　

玲
香

い
つ
の
間
に
見
え
て
浦
び
と
更
衣　
　

石
田
ゆ
き
緒

　

兼
題
（
風
薫
る)

第１句目、変遷する世相の想い。第２句目、句作を
楽しむ作者の生甲斐。第３句目、こゝにも見える親
子のきずな。（石田）

　これまで研修といえば、千葉まで出張して受けるものや、

夷隅郡市内の職員の合同研修がありましたが、昨年度から

町では、身近な存在である先輩・上司が講師となり、内部

での研修が実施されています。内部研修には、ゴミ分別・

収集研修があり、先日私も参加しました。

　燃やせるゴミのなかには、新聞紙や紙などが一緒に混

ざっている様子も見受けられました。確かに紙は燃えるも

のですが、それを燃やせるゴミとするのではなく、古紙と

してリサイクルできます。燃やすためには経費がかかり、

それには住民の皆さんが納めた税金でまかなわれています。

しかし、古紙として分別することによって収入となる有価

物にもなります。

　分別は面倒なものかもしれませんが、ゴミを捨てる際に

は不用意に捨てるのではなく、一度確認しましょう。（Ｉ）

火災件数 0（1）   救急件数 39（182）
（　）内は1月からの累計（平成18年5月中）

御宿分署の出動状況

8,184人（＋1） 男 3,901人 女 4,283人
世帯数 3,377  （平成18年5月31日）

人の動き

発生件数 8  死者数 ０  負傷者数 14
(平成18年１月１日～5月31日現在）

交通事故発生状況

乗車人数227（1,025） 
（　）内は1月からの累計（平成18年5月中）

町民バス利用状況

出生 1　死亡 11

慶弔（5月届）

貯水率 100％  有効貯水量 579,000
（平成18年5月20日現在）

ダムの貯水状況

㎥
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多才の詩人・画家

 「加藤まさを展」開催中
童謡「月の沙漠」以外に絵画や文学など、これまで

知られていない、加藤まさをの多彩な作品群を展示

していますので、ご来館ください。

【期間】平成１８年９月５日（火）まで   水曜日休館

【場所】月の沙漠記念館　企画展示室

【時間】９：００～１６：３０

【問い合わせ】月の沙漠記念館　℡６８－６３８９

プール開き ７月９日（日）

１０：３０～１４：３０

無 料 開 放

海開き  ７月８日（土）

発行：御宿町　発行責任者：井上　七郎　編集：企画財政課　電話：0470-68-2511（代）

住所：〒299-5192 千葉県夷隅郡御宿町須賀1522　ホームページ：http://www.town.onjuku.chiba.jp/
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い
よ
い
よ
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

海
開
き
・
プ
ー
ル
開
き
を
七
月
に
実
施
し
、

平
成
十
八
年
夏
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

昨
年
以
上
に
忙
し
く
な
る
こ
と
を
期
待

し
な
が
ら
、
観
光
客
を
迎
え
る
準
備
を
町

の
至
る
所
で
行
っ
て
い
ま
す
。


